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インターナショ、ナル申コミュニケ

ンズBスベ』スで英語力の強化

『働ぐ人の安全と健康』第55巻第9号

京工業大学が一日も早く真に国際的な「世界最高の

畠 理工系総合大学」になるために、平成14年4月、学

長のもとに国際室が設けられました。以後、国際室は国際

化を進める計画を立て、関係する部門を調整し、学長のリ

ーダーシップのもとに国際化の実現に努力してきました。

例えば、今年度を「イングリッシュ・イヤー2004Jと定

め、関連プロジェクトの立ち上げやPRといった様々な企

画を国際室は行っています。 6月25日にオープンしたイン

ターナショナル ・コミュニケーションズ・スペースも、そ

うした企画の一つです。

このスペースには、海外雑誌などを備えた交流の場であ

るコモンルーム、大型画面でCNNやBBCワールドサービ

スが見られるニュースルーム、 PCによるインターネット

接続ができるコミュニケーションズルームがあり、学生と

教職員が利用できるようになっています。

会話だけでなく論文の執筆や国際会議での発表、講義の

受講などを学生が英語できちんとできることが重要。学生

の英語力が高まれば、ノーベル賞一歩手前のような人をス

カウトして東工大の先生にすることができます。これから

も、他の大学がまだ試みていないことや前例がないことを、

東工大は果敢に実行していくでしょう。

橋爪大三郎さん
[東京工業大学教授、社会学者]

@プロフィール(はしづめだいさぶろう)

昭和23年、神奈川県生まれ。昭和47年、東京大学

文学部社会学科卒業。鋭い文章で社会現象主主どに切

り込んだ数多くの著書は、幅広い読者に支持されて

いる。主主主著書に 『冒険としての社会科学J(毎日
新聞社)、『大問題!J (幻冬舎)、『人間にとって法
とは伺かJ(PHP新書)がある。 [取材/~捕太平社 ・ j量影/煙;期l康夫]
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